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マカロンケース作りに奮闘マカロンケース作りに奮闘

説明書を見ながらがま口作り説明書を見ながらがま口作り

素敵な作品が出来上がりました素敵な作品が出来上がりました

❖材料（２人分）

さける
チーズしるこ
レシピ

作り方

１　鍋に粒あんと水を入れてよく混ぜ、火にかける。

２　「さけるチーズ」は輪切りに６等分する。

３　ひと煮立ちしたら２を加えて２分ほど（チーズが

やわらかくなるまで）弱火で煮る。

雪印北海道100さけるチーズプレーン
　　…………………………………２本
粒あん�……………………………100g
水�…………………………………100㎖

※�１カップは200㎖、大さじ１は15㎖、
小さじ１は５㎖です。

女性部

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

　煮すぎるとチーズ同士がくっ
ついてしまいます。おはしでや
わらかさをみながら、煮る時間
を調節してください。
　チーズの真ん中がやわらかく
なったころが食べごろです。
　甘じょっぱさがくせになりま
すよ！

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻

本
薫
部
長
）
エ
ル
ダ

ー
ミ
セ
ス
で
は
、
１

月
７
日
、
Ｊ
Ａ
会
議

室
に
お
い
て
定
例
交

流
会
を
実
施
し
た
。

　

７
名
が
参
加
し
、

家
の
光
協
会
【
手
芸

キ
ッ
ト
】
を
作
成
し

た
。

　

手
芸
キ
ッ
ト
は
女

性
部
主
催
の
視
察
研

半
は
「
新
年
を
祝
う
縁
起
ち
り
め
ん
が
ま
口
財
布
」

を
作
成
。
参
加
者
の
中
に
は
布
生
地
を
お
気
に
入

り
の
物
へ
変
更
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
た
。「
つ

ま
み
細
工
の
マ
カ
ロ
ン
ケ
ー
ス
」
を
作
成
し
た
参

加
者
は
時
間
内
で
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
定
期
総
会
の
展
示
が
楽
し
み
だ
。

修
旅
行
が
中
止

と
な
っ
た
た
め

代
替
え
と
し
て
、

対
象
者
に
手
芸

キ
ッ
ト
４
種
類

か
ら
好
き
な
物

を
ひ
と
つ
選
ん

で
も
ら
い
完
成

品
を
定
期
総
会

で
展
示
す
る
企

画
へ
変
更
し
た

も
の
。

　

参
加
者
の
大
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SDGsSDGsを学ぶようすを学ぶようす

たくさんの方にお越しいただきましたたくさんの方にお越しいただきました

講演に聴き入る女性部員講演に聴き入る女性部員

「「
年
末
大
謝
恩
祭

年
末
大
謝
恩
祭
」」

―
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
―

―
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
―

―
め
む
ロ
ー
ド
―

―
め
む
ロ
ー
ド
―

―
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開
催
―

―
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開
催
―

女性部

女性部

女性部

十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会

十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

　

１
日
限
り
の

　

１
日
限
り
の

　

12
月
８
日
、
十
勝
幕
別
温
泉
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女

性
協
議
会
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

昨
年
は
中
止
と
な
り
、
今
年
度

は
感
染
症
対
策
の
た
め
宿
泊
研
修

か
ら
日
帰
り
へ
と
変
更
し
行
な
わ

れ
た
。
各
単
組
上
限
８
名
と
規
制

も
の
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
迅

速
に
配
置
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

知
っ
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
沿
い
で
巨
大
地
震
が
起
き

た
場
合
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
、

１
人
１
人
が
防
災
の
意
識
を
高
く

持
ち
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
強
く
感
じ
た
。

　

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
主
催

の
令
和
３
年
度
フ
レ
ミ
ズ
交
流
集
会

が
11
月
24
日
、
芽
室
町
「
め
む
ロ
ー

ド
」
で
開
催
さ
れ
、
す
ず
ら
ん
会
か

ら
２
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ

ン
代
表　

高
橋
優
介
氏
。
講
習
内
容

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
を
２
時
間
ほ
ど

研
修
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？

　

２
０
１
６
年
～
２
０
３
０
年
の
15

年
間
で
国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が
貧

困
を
撲
滅
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
17
の
大
き
な
目
標

と
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
構
成

し
た
も
の
。

　

令
和
３
年
度
十
勝
・
根
釧
管
内

Ｊ
Ａ
家
庭
介
護
教
室
が
12
月
21
日

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
か
ら
、
５
名
が
参
加
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
帯
広
厚
生

病
院
の
看
護
師
に
よ
る
「
家
庭
で

の
感
染
予
防
」
と
「
大
切
な
お
口

の
管
理
に
つ
い
て
」「
認
知
症
へ

の
理
解
」
に
つ
い
て
受
講
し
た
。

　

感
染
症
予
防
で
は
、
手
洗
い
の

手
の
こ
す
り
方
を
看
護
師
が
実
演

し
、
参
加
者
も
同
じ
よ
う
に
手
を

こ
す
り
学
ん
だ
。
手
洗
い
す
る
べ

き
５
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
①
外
出

先
か
ら
の
帰
宅
②
調
理
前
③
食
事

前
④
ト
イ
レ
の
後
⑤
掃
除
・
ゴ
ミ

出
し
の
後
。
石
け
ん
を
泡
立
て
て

手
を
洗
い
し
っ
か
り
流
す
こ
と
が

大
事
。
ま
た
、
マ
ス
ク
の
正
し
い

付
け
方
や
マ
ス
ク
の
裏
表
も
学
び
、

参
加
者
は
お
互
い
の
マ
ス
ク
が
正

し
い
か
確
認
し
た
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
で
は
、
加
齢

に
よ
る
物
忘
れ
と
記
憶
障
害
と
の

違
い
を
知
っ
た
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
受
講
だ
っ
た
が
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、

12
月
15
日
一
日
限
り
の
「
年
末
大

謝
恩
祭
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
日

は
毎
週
水
曜
日
の
特
売
日
（
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
５
円
／
ℓ
引
き
）
と

の
同
時
開
催
と
な
り
大
盛
況
だ
っ

た
。
給
油
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

は
先
着
５
０
０
台
限
定
で
切
り
餅

1
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

販
売
実
績
は
、
来
客
台
数
７
７

８
台
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
販
売
量

20
・
１
㎘
と
な
っ
た
。

さ
れ
る
な
か
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か

ら
役
員
５
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
①
で
は
、
中
央
会
帯
広

支
所　

米
地
竜
基
氏
が
講
師
と

な
り
「
イ
ッ
ツ　

気
シ
ョ
ウ　

タ
イ
ム
‼
」
と
題
し
、
天
気
予

報
の
用
語
、
注
意
報
と
警
報
の

違
い
、
い
つ
避
難
す
る
か
な
ど

の
災
害
に
係
る
知
識
を
学
ん
だ
。

　

研
修
②
で
は
、
８
名
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
「
Ｄ
Ｏ
は
ぐ
」
を
実

施
し
た
。

　

ル
ー
ル
は
冬
の
北
海
道
で
災

害
が
発
生
。
避
難
所
を
平
面
図

に
見
立
て
様
々
な
事
情
を
抱
え

た
避
難
者
を
適
切
に
配
置
す
る

フ
レ
ミ
ズ
交
流
集
会

フ
レ
ミ
ズ
交
流
集
会

家
庭
介
護
教
室

家
庭
介
護
教
室
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Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放
送「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」に
て

大
樹
町
の
魅
力
を
発
信
�

　

１
月
16
日
に
「
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放

送
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

の
収
録
が
大
樹
町
を
舞
台
に
、
㈲
カ

ネ
ソ
フ
ァ
ー
ム
の
取
材
が
行
わ
れ
た
。

（
２
月
５
日
放
送
）

　

番
組
の
構
成
と
し
て
は
、
初
め
に

牧
場
の
概
要
を
秀
則
さ
ん
が
説
明
し

た
あ
と
、
パ
ー
ラ
ー
に
移
動
。
令
和

３
年
３
月
に
導
入
し
た
全
自
動
ロ
ー

タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

を
紹
介
し
、
奥
さ
ん
の
純
奈
さ
ん
が

説
明
し
な
が
ら
実
際
に
搾
乳
作
業
を

行
っ
た
。

　

牛
舎
に
て
、
秀
則
さ
ん
が
エ
サ
や

授
精
・
分
娩
の
体
制
を
説
明
。

　

そ
の
後
、
哺
乳
舎
へ
移
動
し
、
千

春
さ
ん
の
作
業
風
景
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

ト
ー
ク
を
話
し
、
森
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
哺
乳
体
験
を
行
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
事
務
所
に
て
搾
り
た
て

の
牛
乳
を
５
人
で
乾
杯
、
対
談
を
行

い
終
了
し
た
。

　

放
送
時
間
は
30
分
と
短
い
時
間
で

は
あ
る
が
、
出
演
者
を
始
め
と
す
る

制
作
関
係
者
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
、

番
組
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
こ
の
番
組
を
通
し
て
、
大

樹
町
や
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
が
視
聴

者
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

�

（
写
真
提
供

：

Ｈ
Ｂ
Ｃ
）

牛の説明をする秀則さん牛の説明をする秀則さん

森アナウンサーも実際に体験森アナウンサーも実際に体験

搾りたての牛乳で乾杯！搾りたての牛乳で乾杯！

研修会のようす研修会のようす

搾乳の説明をする純奈さん搾乳の説明をする純奈さん

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会

税
務
研
修
会

税
務
研
修
会

　

12
月
20
日
に
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お

い
て
帯
広
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部

門
植
木
良
守
氏
を
講
師
に
招
き
、
税

務
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
は
、「
税
」
の
仕

組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
青

年
部
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、
青
色

申
告
会
会
員
・
青
年
部
員
合
わ
せ
て

14
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
植
木
氏
か
ら
は
、
令
和
３

年
度
の
税
制
改
正
の
解
説
や
確
定
申

告
に
お
け
る
留
意
点
な
ど
の
説
明
が

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本

的
な
仕
組
み
や
概
要
な
ど
を
資
料
を

用
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
所
得
税
に
つ
い
て
の
質
問

が
さ
れ
と
て
も
有
意
義
な
研
修
と
な

っ
た
。

　

１
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い

て
、
新
役
員
に
よ
る
第
１
回
農
事
組

合
長
会
議
が
行
わ
れ
、
会
長
と
副
会

長
が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
は
次
の
通
り
。

令
和
４
年

令
和
４
年

農
事
組
合
長
決
定

農
事
組
合
長
決
定

職
名

組
合
名

氏
　
　
名

会
　
長

石
　
坂

山
本

　
宏
一

副
会
長

大
　
光

鈴
木

　
輝
彦

副
会
長

東
　
和

戸
梶
伸
一
郎

組
合
名

氏
　
　
　
名

中

　

島

坂

井

将

応

上

中

島

辻

本

　

仁

日

　

方

鈴

木

一

紀

開

　

進

建

木

雄

一

振

　

別

田

上

雄

一

拓

　

進

岡

本

　

透

拓

　

北

吉

田

洋

一

尾

　

田

姉

崎

澄

男

豊

　

里

堀

内

忠

明

大

　

和

森

田

　

稔

上

大

樹

坂

本

裕

二

下

大

樹

三

木

隆

志

萠

　

和

戸

田

繁

樹

芽

　

武

前

田

竜

志

歴

　

舟

冨

倉

直

基

美

　

成

海

冨

祐

治



たいき5( )

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会

　

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会
で
は
、

１
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、

本
人
出
席
15
名
、、
委
任
出
席
１
名

の
も
と
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
木
村
会
長
か
ら

挨
拶
、
来
賓
さ
れ
た
酒
森
町
長
、
坂

井
組
合
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
水
野
智
貴
氏
が

選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告

に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

令
和
３
年
度
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度
会
費
の

金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

令
和
４
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ク
ラ
ブ
令
和
３
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
６
号　

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ク
ラ
ブ
令
和
４
年
度
活
動
計
画

並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

　

各
議
案
審
議
の
末
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

定期総会のようす定期総会のようす

②腸詰め作業・調理②腸詰め作業・調理

④完成☆④完成☆

①お肉をこねて①お肉をこねて

③好きな野菜を挟んで③好きな野菜を挟んで

挨拶をする木村会長挨拶をする木村会長

大
樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

大
樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
��

　

１
月
15
日
、
大
樹
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
調
理
実
習
室
に
お
い
て
、
大

樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク

ラ
ブ
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
会
員
21
名
と
保
護
者

11
名
が
参
加
し
、
源
フ
ァ
ー
ム
・

大
美
浪
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
ソ

ー
セ
ー
ジ
作
り
」
を
行
っ
た
。
参

加
し
た
会
員
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を

は
め
一
生
懸
命
肉
を
こ
ね
た
。
腸

詰
め
は
保
護
者
に
手
伝
っ
て
も
ら

う
な
ど
し
な
が
ら
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

作
り
、
パ
ン
に
挟
み
や
す
い
よ
う

ぐ
る
ぐ
る
に
巻
き
焼
い
た
。
焼
き

上
が
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
パ
ン
に

挟
み
、
お
好
み
で
レ
タ
ス
や
ト
マ

ト
、
チ
ー
ズ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、

「
ソ
ー
セ
ー
ジ
バ
ー
ガ
ー
」
を
完

成
さ
せ
た
。

　

感
染
症
対
策
の
た
め
、
そ
の
場

で
熱
々
を
頬
張
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
完
成
し
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
バ
ー
ガ
ー
を
大
事
に
持
ち
帰
り

終
了
。
楽
し
い
冬
休
み
の
思
い
出

と
な
っ
た
。
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　大樹町和牛生産改良組合（岡本透組合長）は、

12月３日、町内の小・中学校、高校の給食で実施

された「ふるさと給食」の一環として、米谷英幸さ

ん（萠和農事組合）が生産した「大樹和牛」のトモ

バラ肉（牛の下腹）を46㎏、約550食分を無償提

供した。

　提供した肉は牛丼に調理。岡本透組合長も中学３

年生と給食を食べ、地場産品に対する理解を深めた。

　12月13日、ＪＡ会議室において、ＪＡ青年部及び

女性部、農業後継者を対象とした令和４年度営農の取

組説明会、意見交換会を開催した。

　当日は、青年部員・女性部員・農業後継者合わせて

８名が参加。ＪＡからは常勤、参事、各部長が出席した。

　午前は、各部長より「令和４年度営農の取組」の説

明を行い、午後からは「常勤・非常勤理事との意見交

換会」を開催した。

　参加者からは、様々な質問や要望など活発な意見が

出され、有意義な意見交換の時間となった。

大樹町和牛生産改良組合大樹町和牛生産改良組合
ふるさと給食ふるさと給食

青年部・女性部青年部・女性部
令和４年度営農令和４年度営農のの取組説明会取組説明会およびおよび
常勤・非常勤理事常勤・非常勤理事とのとの意見交換会意見交換会

意見交換会のようす意見交換会のようす



  

  

選手達のコ

グを担当し

誰でも簡単

グの方法を

していない

北北海海道道ココ

ＪＪＡＡググルル

食食農農パパ

前前後後  

左左右右  

11肩肩入入れれ  

腰の横

を前後

棒を立て

胸を張り

頭を下へ

（壁や椅

コンディショニ

している栗山渉

単にトライでき

をご紹介します

い人もチャレン

ココンンササドドーー

ルルーーププ北北海海

パパーートトナナ

1100 往往復復  

1100 回回ずずつつ

1100 秒秒  ２２セセッッ

棒が

にく

に腕

横で手

後に 

前

い

上

てて持ち、 

りながら 

へ 

椅子でも可能

 

ング、フィジカ

トレーナーが、

る、セルフコン

！スポーツをし

ジしてみましょ

レレ札札幌幌とと  

道道はは  

ナナーーでですす

つつ  

ッットト

がおへその高

くるよう、充分

腕を開いて持

前に出して

いた手を頭

上に上げる 

能） 

足

棒

カルトレーニン

 

ンディショニン

している人も、

ょう！ 

Vol.7

！！  

左左右右側側屈屈  

さ

分

つ 

頭上に上

た手を後

に回す

足をクロスし

棒を頭上へ

今月は

ササイズ

肩甲骨

リリのの緩緩

ることが

長長いい

いい。お

整しま

運動前

ます。

※ エクサ

に中止

受診す

右右 1100 秒秒２２セセ

頭上に

上げ

後方 逆の

上に

して 後ろ

した

へ体

は肩肩甲甲骨骨、、肋肋

ズを紹介しま

骨、肋骨の動

緩緩和和やススポポーー

ができます。

棒棒、、ももししくく

へその辺りに

しょう。 

前、デスクワ

ササイズをする

止して下さい。

することを検討

今回のテーマ

肩肩甲甲骨骨

ッットトずずつつ

に上げて 

の手を頭

に上げて 

ろにクロス

た足の方向

体を倒す 

肋肋骨骨のの動動ききをを

ます。 

動きがよくな

ツツパパフフォォーーママ

 

ははババススタタオオルル

に棒が位置す

ワーク後に実

ることで肩に痛

強い痛みが継

討してください

骨骨、、肋肋骨骨のの可可

エエククササササイイ

ウウィィンン

前方に回す

棒を頭

上げて

ををよよくくすするるた

なることによっ

ママンンススのの向向上上

ルルをを利利用用ししてて

するよう、持つ

実施することを

痛みが生じる

継続する場合は

い。 

可可動動性性向向上上  

イイズズ  

11ンンギギンンググ  

後方に

前後に

す 

10 回

たら、

も繰り

頭上に 

て 

肩の

降ろ

上下

ためのエク

って、肩肩ココ

上上を期待す

ててくくだだささ

つ位置を調

をお勧めし

場合はすぐ

は整形外科を

00 回回

に回す、 

に繰り返す

回繰り返し

反対方向

り返す 

の後ろまで

ろす、 

下に繰り返すす
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普及センター技術情報 

 

十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

秋
ま
き
小
麦
に
お
い
て
、
越
冬
後
の
施

肥
管
理
は
安
定
生
産
に
つ
な
が
る
大
切
な

作
業
で
す
。
今
回
は
、
十
勝
の
基
幹
品
種
で

あ
る
「
き
た
ほ
な
み
」
の
特
徴
か
ら
、
越
冬

後
に
お
け
る
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 １１  

起起
生生
期期
のの
茎茎
数数
をを
計計
測測
しし
、、
追追
肥肥
量量
のの  

調調
整整
をを
！！  

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
分
げ
つ
が
旺
盛
で

あ
り
、
主
に
起
生
期
の
追
肥
で
促
進
さ
れ

ま
す
。 

起
生
期
か
ら
幼
穂
形
成
期
に
か
け
て
の

追
肥
量
は
収
量
水
準
お
よ
び
土
壌
中
の
硝

酸
態
窒
素
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
起

生
期
に
２
～
４
kg/

10a
、
幼
穂
形
成
期
に

２
～
４
kg/

10a
の
窒
素
養
分
量
を
そ
れ
ぞ

れ
施
用
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。 

し
か
し
、
追
肥
量
が
多
く
、
茎
数
が
増
え

す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
出
穂
期
以
降
の
穂
数

も
増
え
、
過
度
の
増
加
に
よ
り
穂
1
本
1

本
に
届
く
養
分
が
少
な
く
な
り
、「
細
麦
」

「
倒
伏
」
を
招
く
要
因
と
な
り
ま
す
。 

起
生
期
の
茎
数
が
㎡
あ
た
り
1,000
本
以
上

あ
る
場
合
、
起
生
期
は
無
施
肥
と
し
、
幼
穂

形
成
期
に
追
肥
す
る
こ
と
で
、
茎
数
の
増

加
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

写
真
１
に
起
生
期
茎
数
の
計
測
方
法
を

示
し
ま
す
。 

  ２２  

幼幼
穂穂
形形
成成
期期
以以
降降
のの
追追
肥肥
でで
止止
葉葉
をを  

立立
たた
せせ
光光
合合
成成
量量
アア
ッッ
ププ
！！  

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
下
位
葉
で
も
光
合

成
能
力
が
高
く
、
登
熟
後
半
ま
で
そ
の
能

力
を
高
く
維
持
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
図

１
の
よ
う
に
止
葉
を
立
た
せ
、
下
位
葉
に

も
日
光
が
当
た
る
よ
う
な
草
姿
を
作
り
、

光
合
成
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
実

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

止
葉
の
長
さ
は
、
起
生
期
か
ら
幼
穂
形

成
期
の
栄
養
状
態
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

起
生
期
に
過
度
な
追
肥
を
行
う
と
、
栄
養

生
長
が
さ
ら
に
旺
盛
に
な
り
、
止
葉
が
長

く
垂
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
下

位
葉
へ
の
日
光
を
遮
断
し
て
し
ま
う
要
因

と
な
り
ま
す
。 

葉
の
分
化
が
ほ
ぼ
終
わ
る
幼
穂
形
成
期

以
降
に
追
肥
を
行
う
こ
と
で
葉
身
の
伸
び

す
ぎ
を
防
ぎ
、
丈
夫
で
立
っ
た
止
葉
を
育

て
、
光
合
成
量
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

３３  

止止
葉葉
期期
以以
降降
のの
追追
肥肥  

基
本
的
に
、
止
葉
期
以
降
の
追
肥
量
は
、

止
葉
期
4
㎏/

10a
、
開
花
期
3
㎏/

10a
、

合
計
7
㎏/

10a 
の
窒
素
養
分
量
施
用
が
上

限
と
な
り
ま
す
が
、
止
葉
期
の
葉
色
値
が

高
い
場
合
や
、
上
位
茎
数
（
写
真
２
を
参
照
）

が
多
い
場
合
は
追
肥
量
を
減
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
葉
色
値
の
計
測
や
施
肥
量
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

ま
た
、
止
葉
期
以
降
の
追
肥
は
、
子
実
の

充
実
や
品
質
の
向
上
が
目
的
で
す
。
そ
の

た
め
、
穂
数
の
調
節
は
、
起
生
期
か
ら
幼
穂

形
成
期
ま
で
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

近
年
は
肥
料
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

施
肥
量
を
見
直
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
起
生
期
、
止
葉
期
に
は
一
度

ほ
場
に
出
向
い
て
茎
数
を
数
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

秋秋
まま
きき
小小
麦麦
越越
冬冬
後後
のの
施施
肥肥
管管
理理  

5500ccmm  

写写真真１１  起起生生期期茎茎数数のの計計測測方方法法  
①畝間を測り、１m÷畝間(m)で 1 ㎡あたりの倍

率を算出（畝間12.5cm→８倍、30cm→3.3倍） 

②50ｃｍ間の茎数を２ヶ所計測し、合計する。 

③（②の計測値×①で算出した倍率）で㎡あたり

に換算（例：（62本+63本）×８＝1000本/㎡）。 

図図１１  止止葉葉のの草草姿姿にによよるる下下位位葉葉へへのの日日射射量量のの違違いい  

写写真真２２  上上位位茎茎（（左左））とと下下位位茎茎（（右右））  
上位茎とは、地際から葉耳までの

高さが10cmを越えた茎のこと。 
引用：米麦改良協会「北海道の小麦

づくり」

上上位位茎茎  下下位位茎茎  

葉葉耳耳  

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
13
回 

１
／
26

★
報
告
事
項

１　

令
和
３
年
度
草
地
難
防
除
雑

草
駆
除
技
術
実
証
事
業
の
実

施
結
果
に
つ
い
て

２　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

第
７
回
全
体
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

３　

令
和
３
年
組
合
員
勘
定
の
実

績
に
つ
い
て

４　

令
和
３
年
組
合
員
勘
定
の
営

農
形
態
別
実
績
と
分
析
に
つ

い
て

５  

対
策
指
導
農
家
等
の
令
和
３

年
組
合
員
勘
定
の
実
績
に
つ

い
て

６　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

７　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

８　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

９　

第
３
四
半
期
棚
卸
立
会
の
結

果
に
つ
い
て

10　

第
３
四
半
期
監
事
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

11　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

12　

活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
た
労
働
環
境
等
に
係
る
自

主
点
検
の
結
果
に
つ
い
て

13　

令
和
４
年
農
事
組
合
長
に
つ

い
て

14　

令
和
３
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
に
つ
い

て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

出
資
の
持
分
譲
渡
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

�
 

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
３
年
度
決
算
及
び
令

和
４
年
度
予
算
の
実
施
方
針

に
つ
い
て

�

協
議

後列左より　池田・櫻井・小関・高橋
前列左より　原口・鈴木課長補佐・折笠課長・秋山・黒木

検　定　員
左より　渋田・下田屋・堀井・長島

職員紹介職員紹介
今月は酪農畜産部　生産改良課をご紹介します今月は酪農畜産部　生産改良課をご紹介します



たいき 10( )

9,504

9,728

10,164

9,449

9,804

10,127
10,001

9,745

9,081

10,260

9,945

10,481

10,104
10,015

9,732

10,153

10,406
10,327

9,970
9,867

9,709

10,048

令和３年度１月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年度）

生産乳量（2021年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2020年度

2021年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000
3/4 3/19 4/7 4/22 5/11 5/26 6/9 7/21 8/26 9/8 9/22 10/6 10/21 11/4 11/25 12/16 1/20 2/2 2/17

(772,800)(772,800) (873,752)(873,752) (796,900)(796,900) (711,206)(711,206) (679,276)(679,276) (703,332)(703,332) (783,750)(783,750) (739,567)(739,567) (786,023)(786,023)
(704,367)(704,367) (847,220)(847,220) (710,556)(710,556) (536,957)(536,957) (674,513)(674,513) (537,350)(537,350) (736,238)(736,238) (732,188)(732,188) (830,961)(830,961) (767,384)(767,384)

（円）
大　　樹

793,144793,144

934,887934,887

901,426901,426

730,881730,881

907,751907,751

711,370711,370
740,785740,785

616,157616,157
648,256648,256

739,322739,322

628,176628,176

589,050589,050

646,406646,406

355,667355,667

563,032563,032

617,145617,145
604,450604,450

肉用牛（黒毛和種）

2021年度去勢

2021年度雌

2020年度去勢

2020年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/71/1212/711/1010/119/158/177/136/155/184/123/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

826,886826,886

858,959858,959

791,427791,427

675,430675,430

638,000638,000

722,932722,932

806,569806,569
797,194797,194

717,023717,023

799,208799,208

732,900732,900

770,346770,346

822,608822,608

665,694665,694695,892695,892
681,345681,345

630,457630,457
645,103645,103

676,427676,427

683,509683,509

714,826714,826

690,768690,768
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

３
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

２
月
号
の
応
募
者
は
19
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

２月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

キ サ ラ ギ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
大
樹

）
坂　

本　

真
知
子
さ
ん

（
下
大
樹

）
三　

木　

ひ
な
か
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
開
進
）
島　

田　

範　

子
さ
ん

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

敏　

男
さ
ん

（
上
中
島

）
辻　

本　

千　

愛
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　

未　

森
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

歩
さ
ん

（
東
和
）
髙　

場　

得　

光
さ
ん

（
尾
田
）
天　

野　

ち
ゆ
き
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
千
客
万
来
を
願
っ
て
飾
る
、
動
物
の
置
物

⑤
野
球
の
チ
ー
ム
を
プ
レ
ー
人
数
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑦
大
豆
に
は
タ
ン
パ
ク

が
豊
富
に
含
ま

れ
ま
す

⑧
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

⑩
坂
本
龍
馬
の
出
身
藩

⑫
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の

点
は
13
度
で

す
⑭
地
球
表
面
の
お
よ
そ
３
割

⑯
誇
り
や
自
尊
心
を
意
味
す
る
片
仮
名
語

⑱
競
馬
場
で
は
ラ
チ
と
も
い
い
ま
す

⑳
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
王
国

㉑
母
校
か
ら
巣
立
ち
ま
す
。

式
、

ア
ル
バ
ム

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
桃
の
節
句
に
行
う
行
事

②
東
京
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
３
月
末
ご
ろ

に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

③
唱
歌
『
春
の
小
川
』
で
ス
ミ
レ
や
レ
ン
ゲ

が
咲
い
て
い
る
場
所

④
イ
チ
ゴ
畑
に
防
鳥

を
張
っ
た

⑥
腰
を
掛
け
る
家
具

⑨
ア
ラ
ジ
ン
が
こ
す
る
と
精
霊
が
出
て
き
ま

し
た

⑪
木
枯
し
紋
次
郎
が
か
ぶ
っ
て
い
ま
す

⑬
甘
い
物
よ
り
お
酒
が
好
き
で
す

⑮
湯
畑
が
有
名
な
群
馬
県
の
温
泉
地

⑰
忍
者
が
指
を
組
ん
で
結
ぶ
も
の

⑲
金
づ
ち
で
打
ち
ま
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

下大樹

ひ な かさん (５歳 )

尾　田

ゆはら あんりさん (７歳 )

下大樹

ゆ　　あさん (６歳 )

上中島

辻本　千愛さん (13 歳 )

東　和

れ ー なさん (７歳 )


